
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム和楽

目標達成計画 作成日：　令和　４　年　３　月　２１　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33

現在、終末期支援は行っていないが、入居者様
より「最期まで和楽で」と希望される声も多々頂
いている。その声にどう応えていけるか課題で
ある。

終末期の方針や基準を明確にして家族へ周
知していきたい。

まず職員で終末期支援についての研修を行
い、反応の確認。そして母体の病院と協議し、
連携体制の確認。そのうえで、方針や基準等を
明確にし、文書の作成を行う。

１２ヶ月

2 49

コロナ禍により、入居者の意向に沿った十分な
外出支援が出来ていない。

個人、または集団での外出の機会を増や
し、地域との交流が持てるようにしたい。

感染対策を十分おこなったうえで、近隣の公園
へ花見に出かけたり、地域イベントの見学。ま
た美容室や個人の買い物への付き添いを行っ
ていく。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


